
財
政
問
題
で
は
、
我
孫
子

市
の
財
政
調
整
基
金
の
適

正
規
模
は
ど
の
程
度
か
と
い

う
質
問
に
は
27
億
円
程
が

必
要
と
答
弁
（
財
政
部
長
）、

歳
入
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い

て
は「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
目

標
の
１
億
円
に
す
る
た
め
の

対
策
。
ま
た「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
」
（
五
本
松
運
動
広
場

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
へ
の

「
命
名
権
」
）
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
企

業
と
の
交
渉
は
未
だ
行
な
っ

て
い
な
い
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
か
ら
５
年
目
に
当
た
り
、

そ
の
目
標
達
成
の
見
通
し

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
は
４
カ
所
３

０
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
到
達
、
新

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
二
酸

化
炭
素
排
出
に
つ
い
て
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
た
め

８
５
０
℃
以
上
に
上
げ
る
た

め
、
灯
油
の
使
用
量
が
増
え

た
こ
と
、
落
ち
葉
の
分
別
で

焼
却
量
が
増
加
な
ど
を
理

由
に
目
標
達
成
は
厳
し
い
、

ま
た
行
政
計
画
の
公
表
数

値
の
間
違
い
の
指
摘
に
つ
い

て
は
訂
正
し
て
公
表
す
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

外
国
人
の
増
加
傾
向
に
つ

い
て
は
、
相
互
理
解
、
共
に

生
活
す
る
う
え
で
の
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
る
日
本
語
学

校
と
共
同
で
取
り
組
ん
だ

も
の
で
、
市
職
員
か
ら
ゴ
ミ
出

し
の
ル
ー
ル
や
Ｊ
Ｒ
職
員
に

よ
る
電
車
内
の
マ
ナ
ー
な
ど

の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
に

よ
る
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
有
意
義
だ
っ
た
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

広
げ
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
他
、
避
難
所
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
小
学
校
体

育
館
へ
の
冷
房
設
置
、
地
震

に
強
い
水
道
管
の
敷
設
替

え
な
ど
様
々
な
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
船
橋
優

議
員
は
、
①
小
中
学
校
の

落
雷
対
策
、
②
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
創
設
、
③
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
の
質

問
。
雷
鳴
が
あ
っ
た
ら
活
動

中
止
、
気
象
庁
の
注
意
報

に
基
づ
く
指
導
。
ト
ラ
ブ
ル
・

安
全
性
の
点
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
し
て
の
予
定
は
な

い
、
補
聴
器
補
助
に
つ
い
て

は「
国
が
制
度
を
つ
く
る
べ
き
、

市
の
予
定
は
な
い
」
と
の
答

弁
で
し
た
。
岩
井
康
議
員
は

病
気
治
療
中
で
議
会
を
休

み
ま
し
た
。

10
月
29
日
に
議
員
定
数

を
現
在
の
24
か
ら
３
人
減
ら

す
た
め
の
公
聴
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
日
本
共
産
党

は
28
人
か
ら
現
在
の
24
人

に
減
ら
し
た
後
も
人
口
は

増
え
て
い
る
こ
と
、
議
員
の

削
減
は
効
率
や
経
費
削
減

な
ど
か
ら
取
り
上
げ
る
べ
き

問
題
で
は
な
く
、
何
よ
り
も

市
の
主
人
公
と
し
て
の
意
見

を
採
り
上
げ
る
こ
と
を
弱
め

る
も
の
で
あ
り
民
主
主
義
に

関
わ
る
重
要
問
題
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
長
と

議
会
は
と
も
に
選
挙
で
選

ば
れ
る
対
等
の
立
場
で
あ

り
、
強
い
力
を
持
つ
行
政
に

対
し
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
、

質
の
向
上
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

来
年
度
４
月
か
ら
水
道

料
金
の
値
上
げ
が
９
月
議

会
で
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
（共
産
党
は
反
対
）。

水
道
管
の
耐
震
性
を
高
め

る
こ
と
や
水
の
原
価
割
れ

な
ど
を
理
由
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
３
年
近
く
諸
物
価

が
上
が
り
、
十
月
も
３
千
品

目
以
上
値
上
げ
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
米
の
値
段
も

依
然
高
値
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
民
が
苦
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と

き
こ
そ
住
民
の
暮
ら
し
を
守

る
防
波
堤
と
し
て
自
治
体

の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
市
民
に
寄
り
添
っ

た
政
策
を
打
つ
べ
き
で
す
。

市
内
各
所
の
自
転
車
駐

車
場
（
駐
輪
場
）
が
設
置
場

所
に
よ
っ
て
使
用
料
が
変
わ

り
ま
す
が
、
こ
の
件
も
９
月

議
会
で
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
（
共
産
党
は
反

対
）
。
湖
北
駅
南
口
は
自
転

車
４
２
０
０
円→

５
４
０
０

円
（
28
・
５
）
％
。
原
動
機
付

自
転
車
８
４
０
０
円→

１
０

８
０
０
円
。
天
王
台
駅
南
口

第
一
６
０
０
０
円→

９
０
０

０
円
（
50
％
）
。
原
動
機
付

自
転
車
１
２
０
０
０
円→

１

５
０
０
０
円
。
来
年
４
月
１

日
実
施
。
（
Ｔ
・
Ｏ
）

第２４９号 けやきの風 ２０２５年１０月

け
や
き
の
風

開
戦
１
９
４
１
年
の
８

か
月
前
に
総
理
大
臣
直

轄
で
、
軍
・
経
済
・
官

界
か
ら
若
手
の
精
鋭
35

人
を
集
め
て
「
総
力
戦

研
究
」
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

「
仮
想
内
閣
」
の
対
米
戦
争

を
想
定
し
た
研
究
結
果
は

「
日
本
と
米
の
戦
力
比
は
１

対
10
。
日
本
は
勝
ち
目
が
な

い
。
対
米
戦
争
は
や
る
べ
き

で
な
い
」
が
結
論
だ
っ
た
▼

し
か
し
そ
の
結
論
に
対
し
東

条
は
「
地
の
利
、
戦
争
準
備

を
考
え
れ
ば
１
対
４
、
日
本

の
精
神
力
を
考
え
れ
ば
五
分

五
分
」
と
断
言
、
戦
争
に
突

入
し
、
２
３
０
０
万
人
を
超

え
る
死
者
を
出
し
、
仮
想
内

閣
が
言
っ
た
よ
う
に
日
本
は

敗
北
し
た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
）
▼
「
戦
後
80
年―

平

和
を
伝
え
い
く
」
の
講
演

（
世
田
谷
区
）
で
保
坂
正
康

氏
は
単
に
敗
北
し
た
だ
け
で

な
く
兵
隊
の
７
割
が
餓
死
・

病
死
。
玉
砕
や
特
攻
死
な
ど

世
界
に
例
の
な
い
人
命
軽
視

の
戦
争
だ
っ
た
と
い
う
▼
今

ま
た
戦
争
の
危
機
が
迫
っ
て

き
て
い
る
。
米
国
に
要
求
さ

れ
て
の
ミ
サ
イ
ル
の
爆
買
い
、

基
地
へ
の
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー

建
設
、
12
万
人
の
避
難
計
画
・

ミ
サ
イ
ル
配
備
な
ど
を
急
ぐ

の
は
「
台
湾
有
事
」
で
の
米

中
戦
争
に
備
え
て
の
も
の
。

来
日
し
た
ヘ
グ
セ
ス
米
国
防

長
官
の
「
日
本
は
西
太
平
洋

に
直
面
す
る
い
か
な
る
緊
急

実
態
に
も
最
前
線
に
立
つ
」

の
発
言
は
「
自
衛
隊
は
米
軍

の
先
兵
と
し
て
戦
え
」
と
の

言
葉
で
あ
る
▼
日
本
領
土
で

な
い
台
湾
の
た
め
に
戦
争
を

す
る
な
ど
絶
対
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
私
は
思
う
。

（
Ａ
・
Ｓ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野里

080-5646-9147

鈴木 7139-3421

我
孫
子
市
９
月
議
会
を
聞
い
て

船
橋
議
員
が
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
な
ど
３
点

で
質
問

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」

五
本
松
運
動
公
園
ス
ポ
ー

ツ
施
設
（
命
名
権
）

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
到
達
?

我
孫
子
市
９
月
議
会
（
第
３
回
定
例
会
９
月
１
日
～
26
日
）

は
９
月
８
、
９
、
10
日
の
三
日
間
、
代
表
質
問
７
人
、
一

般
質
問
７
人
合
わ
せ
て
14
人
が
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

地
震
に
強
い
水
道
管
の

敷
設
替
え
な
ど
様
々
な

質
問
が

外
国
人
の
増
加
傾
向
か

ら
共
に
生
活
す
る
う
え

で
の
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

市
議
会
議
員
定
数
削
減

に
反
対

水
道
料
金
31
・
８
％
の

値
上
げ
反
対

「
改
定
表
は
２
面
参
照
」

自
転
車
駐
輪
場
の

値
上
げ
反
対

９月議会報告会

とき 10月19日(日)

ところ 湖北台市民センター

13:30～15:30

２階会議室

主催 日本共産党湖北台支部・後援会

9月議会では水道
料金や駐輪場の
値上げが決まり、
内容を詳細に説
明します



2025年９月29日登録 更新日2025年9月30日
新旧料金表 基本料金（１カ月あたり 税込）
メーター口径 現行料金 改定料金円 差額円
13ミリメートル 979 1,287 308
20ミリメートル 1,166 1,529 363
25ミリメートル 1,166 2,200 1,034
30ミリメートル 1,166 2,640 1,474
40ミリメートル 1,166 3,520 2,354
50ミリメートル 1,166 4,400 3,234
75ミリメートル 1,166 6,600 5,434
100ミリメートル 1,166 8,800 7,634
150ミリメートル 1,166 13,200 12,034
200ミリメートル 1,166 17,600 16,434
250ミリメートル 1,166 22,000 20,834

従量料金（1立方メートルあたり 税込）
使用水量 現行単価 改定単価 差額

1～5立方メートル 0 33.0円 33.0円
6～10立方メートル 24.2 33.0円 8.8円
11～20立方メートル 159.5 203.5円 44.0円
21～30立方メートル 207.9 261.8円 53.9円
31～40立方メートル 260.7 328.9円 68.2円
41～50立方メートル 317.9 400.4円 82.5円
51～100立方メートル 380.6 479.6円 99.0円
101～1,000立方メートル 445.5 479.6円 34.1円
1,000立方メートル以上 445.5 445.5円 0.0円

臨時（応急）給水料金（1立方メートルあたり 税込）
現行単価 改定単価 差額
349.8円 479.6円 129.8円

我孫子市水道料金改定

第２４９号 けやきの風 ２０２５年１０月

無
知
な
デ
マ
ば
ら
撒
か
れ
い
る
危
う
さ
よ

「
ま
さ
か
」
が
歴
史
と
な
り
し
戦
前

七
丁
目

山
野

美
津

米
寿
わ
れ
し
ぶ
と
く
生
き
て
声
上
げ
ん

〝
バ
カ
な
戦
争
再
び
す
る
な
〟

五
丁
目

鈴
木

明

新
涼
や
布
団
俄
に
手
繰
り
寄
せ

三
丁
目

松
永
美
穂
子

昔
畔
今
庭
先
の
彼
岸
花

七
丁
目

山
里

歩

政
治
と
カ
ネ
皆
だ
ん
ま
り
の
総
裁
選

五
丁
目

一
言
有
三

九
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
、
上
沼
田
、
岡
発

戸
・
都
部
の
谷
津
田
な
ど

の
田
ん
ぼ
を
見
て
感
じ
た

こ
と
は
、
昨
年
も
同
様
な

状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
更
に
被
害
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
「
ヒ
レ
タ
コ
ボ
ウ

（
南
米
原
産
）
」
と
い
う

外
来
植
物
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
と
い
う
感
じ
を
受

け
ま
し
た
。

あ
る
日
、
田
ん
ぼ
に
コ

ン
バ
イ
ン
が
入
り
、
田
ん

ぼ
に
三
、
四
人
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
（
写
真
）
。

そ
の
と
き
丁
度
、
道
路
に

出
て
き
た
男
性
が
い
ま
し

た
の
で
、
「
あ
の
雑
草
は

『
ヒ
レ
タ
ゴ
ボ
ウ
』
で
す

か
」
と
訪
ね
る
と
「
よ
く

知
っ
て
ま
す
ね
」
と
の
返

事
。コ

ン
バ
イ
ン
で
そ
の
ま

ま
稲
を
刈
る
と
刃
が
こ
ば

れ
て
し
ま
う
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
、
人
手
で
「
ヒ
レ

タ
ゴ
ボ
ウ
」
を
ノ
コ
ガ
マ

で
除
去
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
他
の

刈
り
入
れ
の
済
ん
だ
田
ん

ぼ
で
も
こ
の
雑
草
が
繁
茂

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
刈

り
残
し
て
い
る
の
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
十
月

は
じ
め
、
田
ん
ぼ

道
を
歩
い
て
い
る

と
、
刈
り
残
さ
れ

た
雑
草
が
繁
茂
し

て
い
た
と
こ
ろ
を
、

草
刈
り
機
で
刈
り

倒
し
て
い
る
作
業

を
し
て
い
る
人
が

い
ま
し
た
。
稲
よ

り
も
は
る
か
に
背

の
高
い
こ
の
雑
草

の
下
に
は
稲
穂
を

つ
け
た
稲
株
も
刈

り
倒
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
太
陽
光
を
遮
ら
れ

た
稲
の
稔
り
具
合
は
ど
う

か
と
心
配
で
す
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

湖
北
台
周
辺
の
田
ん
ぼ
を
歩
い
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て

36
年
間
、
国
民
の
多
く
が
消

費
税
反
対
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
会
内
で
消
費
税

賛
成
派
が
多
数
を
占
め
て
い

た
た
め
導
入
と
増
税
が
強
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
、
初
め
て
消
費

税
減
税
を
公
約
し
た
議
員
が

衆
議
院
、
参
議
院
と
も
に
多

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

来
る
べ
き
臨
時
国
会
の
一

番
の
課
題
は
消
費
税
減
税
で

す
。
消
費
税
減
税
が
即
効
性

の
あ
る
経
済
対
策
に
な
り
ま

す
。

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
消
費

税
減
税
を
主
張
し
た
野
党
の

動
向
が
問
わ
れ
ま
す
。
「
公

約
実
現
を
」
と
迫
り
、
自
民
・

公
明
に
は
国
民
の
審
判
に
向

き
合
え
と
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

財
源
は
ど
う
す
る
の
か
、

大
企
業
へ
の
法
人
税
減
税
や

大
株
主
へ
の
税
金
優
遇
を
改

め
公
正
な
税
制
に
す
る
こ
と

で
「
財
源
」
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
大
企
業
の

利
益
に
ふ
さ
わ
し
い
税
金
を

支
払
っ
て
貰
い
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｈ
）

消
費
税
減
税

自
民
公
明
は

国
民
の
審
判
に
向
き
合
え

臨
時
国
会
一
番
の
課
題

は
消
費
税
減
税

※柏市のホームページより抜粋


